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 企画名 

家具展 2013 ～モノづくり／ヒトづくり～ 

 実施日 

平成 25 年 11 月 2 日（土）～ 平成 25 年 11 月 3 日（日） 

 実施場所 

工学部コミュニケーションギャラリー（通称ガレリア） 

企画代表者の氏名，所属 

氏名：岡島由貴       所属：工学研究科建築学専攻 

構成員の氏名 

井出優実 神田陽悦 平原聖元 畑森翔紀 小沢啓太郎 八杉克志 徳本冬華 中野真季 

川瀬功太 石橋祐太 名越希  林達也 池田諭 関谷航 岡崎慎平 蘇フィティン 

松本雅遂 

指導的立場の教員氏名 

岡河 貢 准教授 

 企画の目的及び内容 

家具の展覧会を開催し、製作者、来場者が家具作りを通して生活空間における身体感覚を
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 アンケートの結果（来場者にアンケートを実施した場合のみ） 

アンケートの内容について、「気に入った家具はありましたか？ご感想・ご意見などお聞

かせ下さい。」「家具展に参加してみたいと思いましたか？また、どんな家具が作りたいで

すか？」の二点についてアンケートを行いました。 

回答として、参加者の家具に対してご感想・ご意見をいただきました。特に、参加者の方

が興味を寄せられていた物に、トイレットペーパー立て等のいくつかの家具がありました。

来年度は、これらの作品の中から、最も人気のあるものを投票で決めるということ等を行う

と、より企画の活性化に繋がるのではないかと思いました。また、来年も参加してみたいと

いうアンケートも多数あり、本企画が来場者に対しても好印象であったと思われます。 

 成果・課題 

制作者・来場者共にものづくりの楽しさを実感することが出来たと思います。制作者・来
場者とも普段は体験することのない家具づくりをすることは貴重な体験になったと思いま
す。参加者の方から、子どもが工具に触れる機会がほとんど無くなってきているので、とて
もこの企画はありがたいし、面白いとのお声を頂きました。 
また、制作者が家具の寸法を決める際、メジャーで体の部位を測定したり、使用する姿勢

の寸法を測定したりと、家具作りを通して生活空間における身体感覚を養うことができたと
思います。様々な学部の学生に参加していただくことができ、家具作りを通して他分野の学
生との交流を図ることもできました。制作中、参加者同士が談笑したり、協力しあって家具
を製作したりする光景も見られました。 
学祭当日は、来場者が実際に展示された椅子に座るなどの光景が見られました。また、作

品についても説明する機会があり、そのようなことから来場者にも家具作りに興味を持って
いただくことが出来たのではないかと考えています。体験イベントはお子様を中心に参加し
ていただきましたが、楽しく作業されるなかで家具作りの楽しさを実感していただけたよう
に思います。 
課題、問題点としましては、家具製作時の作業スペースが不足しがちであったこと、天候

により来場者が少なかったこと等があります。来年以降、以上の点を改善し本企画がより発
展していくよう努力していきたいとおもいます。 

 実施風景（写真） 
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